
12
神
奈
川
県
庁
（
横
浜
三
塔
・
キ
ン
グ
）

横
浜
市
開
港
記
念
会
館
（
横
浜
三
塔
・
ジ
ャ
ッ
ク
）

4

1

2

3

馬車道駅 日本大通り駅

西
洋
建
築
に
和
の
様
式
を
融
合
さ
せ
た「
帝
冠
様
式
」に
よ
る
建
築
の
、

神
奈
川
県
庁
本
庁
舎
。屋
上
と
展
示
コ
ー
ナ
ー
は
一
般
解
放
さ
れ
、随

時
見
学
が
可
能
で
す
。館
内
の
装
飾
も
素
晴
ら
し
く
、壁
や
天
井
に
見

受
け
ら
れ
る
、牡
丹（
ぼ
た
ん
）や
蓮（
は
す
）、柘
榴（
ざ
く
ろ
）を
組
み

合
わ
せ
た「
宝
相
華（
ほ
う
そ
う
げ
）」と
い
う
花
の
文
様
は
、正
倉
院
に

も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
か
。横
浜
三
塔
の
一
つ
で
あ
る
塔
屋
が
建

物
に
乗
り
、そ
の
堂
々
た
る
外
観
は
ま
さ
に「
キ
ン
グ
」。建
物
は
、国
の

有
形
文
化
財
で
す
。

神
奈
川
県
庁（
キ
ン
グ
）、横
浜
税
関（
ク
イ
ー
ン
）と
並
び「
横
浜
三
塔
」

の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
高
さ
約
３
６
ｍ
の
通
称「
ジ
ャ
ッ
ク
」の
時
計
塔

を
持
つ
の
が
、国
重
要
文
化
財
指
定
の「
横
浜
市
開
港
記
念
会
館
」（
中

区
公
会
堂
）で
す
。内
部
に
は
４
８
１
名
収
容
の
講
堂
や
９
室
の
会
議

室
が
あ
り
、市
民
の
研
修
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。館

内
の
廊
下
や
階
段
は
自
由
に
通
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、レ
ト
ロ
な
雰

囲
気
の
ロ
ビ
ー
や
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
細
か
い
造
作
を
心
ゆ
く
ま
で
見

学
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

昭
和
９
年
建
築
の
横
浜
税
関
は
、ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま

な
西
欧
建
築
様
式
が
混
在
し
、「
横
浜
三
塔
」の
一
つ「
ク
イ
ー
ン
」と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
高
さ
５
１
ｍ
の
塔
が
あ
り
ま
す
。１
階
に
あ
る
資

料
展
示
室「
ク
イ
ー
ン
の
ひ
ろ
ば
」で
は
、開
港
か
ら
の
横
浜
港
・
横
浜

税
関
の
歴
史
を
つ
づ
る
ス
ク
ロ
ー
ル
年
表
や
貿
易
の
変
遷
、麻
薬
や
け

ん
銃
な
ど
の
密
輸
の
手
口
、知
的
財
産
を
侵
害
し
た
偽
ブ
ラ
ン
ド
商
品

や
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
に
該
当
す
る
は
く
製
や
標
本
等
を
、映
像
や
実
物

展
示
に
よ
り
紹
介
し
て
い
ま
す
。

横
浜
税
関
資
料
展
示
室
（
横
浜
三
塔
・
ク
イ
ー
ン
）
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歴
史
と
文
化
コ
ー
ス
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